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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2026年 8月 7日（金）Ｎo.5 

 

例 会 第１６４４回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：中野歩惟君 

■ 会 長 挨 拶           桑原 茂君 

みなさん、こんにちは 

まずは、先週の２８日に起こった熊本での大地

震・・イオンモールでの爆破で７人の方、また、

日本製紙で９人、他を合わせて今現在３８人の命

が亡くなっているそうです。 

まずは心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

この藤枝、静岡県はいつ来てもおかしくないエリ

アですが、なぜかここだけがすべてにおいて災害

の空白区のように思われます。ありきたりですが、

今一度、備えをしっかりと、そして、覚悟をしっ

かりと持つことが大切だと思います。 

そして、熊本大地震の災害支援としては、ロータ

リアンとしてできることをしっかりとやってい

きたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

さて、先週の週末に東京へ人間ドックに行って

きました。年に一回、わざわざ東京まで行って、

結構な金額を払って、細かく身体の中を調べても

らいます。その理由はまたの機会にお話しさせて

いただきます。 

検査の日は、朝から藤枝を出て夕方には終わるの

で、だいたい妻が夕方より合流して東京に一泊し

て、翌日少し東京散策して帰宅する・・そんなパ

ターンが多いです・・ 

今回もそのパターンだったのですが、日曜日に初

めて舞台たるものを二人で鑑賞しようとなり、た

またまチケットがとれたのが東京芸術劇場で公

演していた『かあさん、ラブソングです』 

という舞台でした。主演は、なんとあの田中圭で

した。内容は、奥さんが森三中の大島美幸である

あの鈴木おさむ氏が脚本、演出を手掛けるものだ

ったので、多少興味をもって見させてもらうこと

ができました。テーマは、お題にあるように『母』

『ラブソング』そんなワードが聞こえてきて、な

んとなくマザコンの私にははまりそうな予感

が・・・舞台の内容を詳しくお伝えすると長くな

るので、私が感動したその部分だけですが・・ 

最後に田中圭が天国へ旅立ってしまったお母さ

んに唄を作って歌う場面があるのですが、その時

に生きていた母親の大好きだったことを１００

個言うってところがありました。 

これがあれがと田中圭が言っていた中で、私の心

に響いてしまったものがありました・・ 

恥ずかしながらしばらく涙が止まりませんでし

た・・ 

その部分は、本当は茂じゃありませんが、今日は

桑原茂の茂に変えて読んでみます 

『いつもおれが何かをやろうとすると、茂なら大

丈夫、絶対にできるよ』って 

『いつもおれが何かをすると、茂は立派だったね

ー、よくがんばったねー』って 

『いつもおれが悩んでいると、茂なら大丈夫、自

信もってがんばりなよ』って 

『いつもおれが迷って立ち止まっていると、茂な

ら大丈夫、お母さんがずっと応援しているから大
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丈夫だよ』って 

わたしはいつもおふくろに応援されて、褒められ

て、励まされてここまで来たのだなあって思って

いたら涙が出ていました・・ 

またまた天国のおふくろに会いたくなってしま

いました・・ 

なんか素敵な時間だったなって感じたので、みな

さんにお伝えしたくて話をさせてもらいました。 

本日もよろしくお願いいたします。 

 

■ 出 席 報 告          中村秀樹君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

45／53 84.9％ 38／53 71.69％ 

 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

〇飯田君○稲葉君○江﨑君〇川口君○小嶋君 

○中山君〇早川君〇渡邊亮君 

(１)メークアップ者 

飯田敏之君(掛川) 加藤智之君(島田) 

小嶋英公君(地区) 竹田敏和君(地区) 

富澤賢一君(地区) 山田幸保君(磐田) 

若林秀典君(地区) 

パーフェクト例会数：             

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X       中村秀樹君 

・熊本大地震の義援金箱が届きました。皆様の 

ご支援を宜しくお願い致します。 桑原茂君 

・誕生日祝いありがとうございます。70歳にな 

りました。全く実感ありません。伊藤彰彦君 

・結婚記念日プレゼントありがとうございまし 

た。              樽井勉君 

・プレゼントありがとうございます。 

 65歳になります。       松浦正秋君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

 今月で 60歳になります。    森竹正晃君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

 誕生日は何故か妻が不機嫌になります。 

                鈴木照竟君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

 52歳になります。       佐野博己君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

                 森下傑君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございまし 

た。             石𣘺明大君 

・ありがとうございます。妻も喜ぶと思います 

                小林利雄君 

スマイル累計額 １１６，０００円 

 

 

■ 会 員 卓 話                        

秋谷貴也君 

今年度の卓話

のテーマ『こ

れまでの人生

でのインパク

トな出会い・

出来事』 

本当にベタな

回答になってしまい申し訳ないのですが、私にと

っては藤枝南ロータリークラブがまさにそうで、

県外から来た私にとっては知り合いも非常に少

ない中でロータリーに入会させて頂き沢山のイ

ンパクトを享受させて頂きました。 

ロータリーの活動の中での衝撃、色々な人からの

影響、日々刺激を受けながら生活することが出来

ておりますのも藤枝南ロータリークラブのメン

バー皆様のお陰と言っても過言ではありません。 

さて、全く別のインパクトの話ですが、これも

ロータリーがきっかけで始めたゴルフです。イン

パクトが悪く右へ左へ思いとは全然違う方向へ

行ってしまいます。困ったものです。 

前置きはここまでにして、衝撃的に思っている

事がありますので、この機会に話したいと思いま

す。 

記録的な円安による影響を受けている企業は

多い事と思います。弊社も輸入企業ですので例外

なく大きな影響を受けております。 

さかのぼる事３０年前、私が初めて中国へ行った

頃の話です。食事も買い物も何をするにも安かっ

た中国。貧困層も多く物乞いも大勢いました。ゴ

ミも道端にいっぱい落ちていて、何故こんなに汚

いか聞いたことがありますが、ゴミを拾う人に仕

事を与えているという回答でした。意識レベルが

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

49 47 2 6 
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低い国だと思っておりましたが、今ではホテルも

食べ物も何でも高く、中にはブランドを着飾った

人もいます。完全に逆転されており日本は貧しい

国に成り下がりました。しかし問題は、日本でず

っと生活しているとその事に気が付けないとい

う事にあります。何故かと言うと、生活する上で

何不自由なく“そこそこの生活”が出来ていた

ことにあります。つい最近までランチはワンコイ

ンで食べられていたので、給料が上がらなくても

何とか平均的な水準の生活が送れました。失われ

た 30 年と言いますが、本当にその通りでゼロ金

利政策など、低金利が染みつき慣れ過ぎてしまい

ました。そうこうしていると海外（特に中国）か

ら土地やマンションが買い漁られます。何故なら、

中国では土地は国の持ち物で個人所得出来ませ

ん。特に首都圏、観光地、水源地の土地が購入さ

れました。水道の蛇口から水が直接飲めるのは日

本くらいです。日本人は当たり前に感じておりま

すが海外では水の重要性を理解しております。水

源を押さえられると将来的に自国の水を購入し

なくてはならない状況が生じる可能性もありま

す。インバウンドと騒ぎますが、実は中国人観光

客は中国人が経営しているホテルに宿泊し、中国

人が経営している飲食店で食事をし、中国人が経

営しているお土産店で買い物をする。ツアーに組

み込まれており日本にお金が落ちず中国で回っ

ているとも聞きます。アリペイやウイチャットペ

イなど日本を介さない決済の問題が指摘された

事例もありました。こうして平和ボケした日本が

食い物にされていることは一般的にはあまり知

られていない事なのかも知れません。自衛の為に

は一人一人が防衛するしかありませんが、ゆとり

教育や働き方改革をやっている日本では難しい

かも知れません。日本の子供は無気力にゲームや

スマホに没頭し考える力が低下しております。逆

に貧しい国では自分がこの環境を変えると必死

に勉強しております。益々差が開く一方と懸念し

ております。現在も日本は“まじめ”で“丁寧”

で“賃金が安く”“納期を守る”という理由で

海外の企業から下請け工場として使われており

ます。かつて日本が中国にしていた様に・・・ 

私は物凄いインパクトがある出来事だと思いま

すが、皆さんはどう思うでしょうか？ 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

朝比奈絜君 

本年度の卓

話のテーマ

は「これまで

の人生での

インパクト

な出会い、出

来事」の卓話

との事です。 

これ迄に数多くのインパクトが有りましたが、今

回は二つの出来事についてお話させて頂きます。 

一つ目は東日本大震災です。2011 年 3 月 11 日

の午後、私は東静岡のグランシップにいました。

静岡産業大学の卒業式に代理で会議所副会頭の

私が出席しました。卒業式もなかば過ぎ、正確に

は 14 時 46 分ですが、ものすごい揺れが襲って来

ました。私はステージ上におりましたが、天井の

スポットライトが大きく揺れ今にも落ちて来そ

うでした。その数分後に先程より大きな揺れが来

まして、会場は騒然となりました。大坪校長が大

きな声で、学生達にこの建物は新しく立派だから

大丈夫と声を掛け、揺れが収まった所で無事に卒

業式が終了出来ました。控室に戻りテレビを見た

らものすごい津波が押し寄せ、町を吞み込んでい

る様子が写っていました。私は直ぐに東静岡駅に

向かいましたが列車は運転中止で、直ぐに階段を

降りタクシー乗り場に行きましたが一台もあり

ません。ようやく一台が来て藤枝へ行ってとお願

いしたら、丸子経由か焼津経由かと聞かれ迷いま

したが丸子経由で行ってくれと言い無事に藤枝

に着きました。後で判りましたが、もし焼津経由

でしたら通行止めでした。本当に大きな地震でイ

ンパクトな出来事でした。 

 続いて二つ目はコロナ被害の出来事です。2019

年 12 月、中国で発生したコロナですが、日本で

は 2020 年 1 月に初の感染者が確認され、同年 4

月第 1 回目の緊急事態宣言が発令されました。

1967 年に開業した小杉苑ですが、開業以来最も

経営を揺るがす大きな出来事でした。同年 3 月か

ら売上が急減し、予約のお客様が次から次へとキ

ャンセル、前年同月比 9 割減となりどうする事も

出来ませんでした。この汚染も半年から 1 年位続

くかと思っていましたが、実に 3 年の長きに渡っ

て売上減が続きました。休業助成金や雇用調整助

成金も有りましたが、焼け石に水、すずめの涙で

この間、従業員の解雇は一切行いませんでした。

出社しても仕事が無いので、致し方なくテイクア
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ウトのお弁当、お惣菜の販売を始めましたが安い

販売価格ですので僅かな売上にしかなりません

でした。2023 年位から徐々に売上が回復してま

いりましたが、現在でも以前の売上から比べれば

八割程度の回復です。密にならないように、一人

一人の席の間隔を広げ収容人数も減らさずにい

られませんでした。今迄開催していた集まりも、

コロナで中止してからその後も開催しない催し

も数多く有ります。色々な集まりも会議だけで飲

食無し、料理パックを持たせて解散という有様で

した。法事でもお寺へ会席弁当を配達して終わり

です。今でも法事では家族だけで行い、本当に様

変わりです。一つプラスになったのは、お弁当の

テイクアウトに依ってその後仕出し用の料理、お

弁当の注文が増えて来ました。今迄 50 数年営業

をしてきましたが、今回のコロナの出来事は初め

ての事で本当に苦しい思いを致しました。 

 

■ 今週の一言         森竹正晃君 

４月の出来事

で、実際にあ

った衝撃です

が、いつも通

っている美容

室の店長「経

営者」が、太り

過ぎで 6 か月

休養を取るとの事でした 

３か月後、15Ｋg落としていた病人では無い店長 

を見ると、私は、太い大根が、いきなり「たくあ

ん」みたいに痩せ細りびっくりでした。 

店長をみて 3か月で、こんなに痩せてしまったの

で別人だと思いました。 

しかも、髪型もマイケルジャクソンの様な、モジ

ャモジャでした。私はカット中、言葉も出ずに 

呆然と、別人にカットされていたと思い込みまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 米 山 記 念 奨 学 生         

フィオティリスウェイさん 

最近、ゼミの先生

から「そろそろ卒

業研究のテーマを

決めましょう」と

言われました。私

が今考えているテ

ーマは、「ミャンマ

ー、タイ、インドネシアの伝統衣装から見る東南

アジア共通の文化」です。 

この 3つの国は、それぞれ違う文化を持っていま

すが、伝統衣装を詳しく見てみると、デザインや

布などに似ているところがたくさんあります。昔

の貿易や人々の交流が、今の伝統衣装にも残って

いることがとても面白いと思いました。 

本やインターネットだけではなく、できれば実際

に現地へ行って、伝統衣装を見たり、現地の人に

話を聞いたりするフィールドワークもしてみた

いです。実際に自分の目で見て、感じたことを大

切にしながら、東南アジアの文化のつながりにつ

いて研究したいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会プログラム

 

例会日 クラブ行事 摘要 

8/21(金) 

第 1645 回 
納涼夜間例会 小杉苑 

8/28（金） 

第 1646 回 
ガバナー補佐訪問 小杉苑 

9/4(金) 

第 1647 回 
会員卓話 理事会 

9/11(金) 

第 1648 回 
外部卓話 小杉苑 
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（担当/森下傑君） 

おめでとうございます！ 


